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小水力発電革新的技術データシート(122-1)
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・発電効率向上技術に関する技術開発
　財団法人　新エネルギー財団（平成11年3月）
・中小水力標準化モデルプラント設計調査報告書　平成14年3月
経済産業省　資源エネルギー庁　財団法人　新エネルギー財団
「第2章　新技術の概要　2.14　水力発電効率向上に関する技術開発　P2-245～P2-258」

可変速水力発電システム

1. 電気・機械設備
12. 適用性拡大、最適設計、多目的利用
122. 可変速水車
可変速水車,可変速発電機,二次励磁装置,過電圧制御装置

回転機の可変速技術を水車・発電機回転速度制御に応用し、変動する落差、流量に応じた回転速度で運転することができる高効率発電システム
を開発し、部分負荷及び変落差運転における発電効率を向上させ、発電電力量の増加を図るものである。

経済産業省（旧：通商産業省）

一般河川

・変落差、変流量で高効率化を実現

以下の地点が経済性効果が見込まれる。
・変落差35％以上
・年間で満水位から低水位を繰り返す
・低落差・大流量での運転時間が多い

該当なし

可変速システムは、可変速水車、可変速発電機、二次励磁装置、過電圧抑制装置で構成される。
図１　可変速水車発電システム説明図
図２　可変速機単線結線図例

適用実績

中部電力　小里川発電所　出力1,800KW、最大使用水量3.0m
3
/s、有効落差73.9ｍ、日立製

研究開発段階
開始年：1992年　　　　　　　　　　　　完了年：1998年　　（開発完了）

フランシス水車、固定羽根プロペラ水車の適用範囲を拡大できる。また、変落差（35%以上）が大きいプロジェクトで
も発電計画を合理的にできる。

変落差・変流量の範囲の大きいプロジェクトでは、効率向上が期待される。

図・写真・表・技術資料等

図４　変流量特性比較

表１　ケーススタディ結果

発電所出力1,000kW～20,000kW　フランシス水車適用可能箇所

表１　ケーススターディ結果

図１　可変速水車発電システム説明図
図２　可変速水車発電システム単線結線図（例）
図３　変落差特性比較

図３　変落差特性比較

図４　変流量特性比較
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